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ヒドラとは 

グリーンヒドラ 
（Hydra viridissima) 

出芽個体 

刺胞動物の仲間 
 
出芽を行い、その出
芽個体が3日～5日後
に離れることにより
個体数が増える 
 
体内にクロレラを 
共生させている 
 
 
 

研究過程 研究背景と目的 

シャーレ 
×１ 

水 

緑ヒドラが一匹入った
シャーレと白ヒドラが一匹
入ったシャーレを複数作る 

光照射式培養機 
に入れて10～11日間
26℃で培養。 

シャーレ 
×１ 

水 

クロレラが除去された 
ヒドラ(白ヒドラ)がで
きる。 

クロレラ共生のグリー
ンヒドラ(緑ヒドラ)を 
トリメトプリムで処理
する 

研究方法 
・07:00〜19:00で12時間赤色光     
 (660nm)10μmol/㎡・ｓを照射 
 19:00〜07:00で12時間暗期 
・24時間赤色光(660nm)10μmol/   
 ㎡・sを照射 
・24時間暗室 

顕微鏡によって 
ヒドラの個体数と
出芽数を 

毎日記録する。 

※光の強度は光量子束密度（μmol/㎡・s)を測定し
た。 
※毎日アルテミア（Artemiafranciscana）を十分に与 
 えた。 

平均値から緑ヒドラ、白
ヒドラの増加率を出して
検討比較する。 

結果･考察 

グリーンヒドラでは、pH７､25℃､光(青･赤)[連続照射時]で出芽が促進 

指数関数的個体数成長モデ1)2)より光の波長による実験個体群の個体数 

𝑵 = 𝒆𝒓(𝒕―𝒕₀) と定式化 (𝒓＝
𝒍𝒏𝑵

𝒕−𝒕₀
ただしｔ０>ｔの時ｒ＝０とする) 

増加率ｒを
比較検討 

光の有無と
ヒドラの睡
眠の関係 

12時間おきの明暗条件下の個体数変化を連続照射時と比較し明暗条件と出
芽の関係について調べる 

睡眠時間の変動に24時間の周期性がなくなる3)4) 

                        夜間は睡眠時間が長い3)4) 

                        昼間は睡眠時間が短い 
･暗条件のみの場合     
  明条件のみの場合     
･薬理学的機械的に睡眠を阻害   細胞増殖が低下3)4)     

･12時間おきの昼夜サイクルがある場合 
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中枢神経系はないが明暗を区別
している3)4) 
 

明暗条件  ： 07:00〜19:00で12時間赤色光(660nm)10μmol/㎡･s,  19:00～07:00で12時間暗期の明暗条件における個体数変化 
連続明条件： 連続赤色光(660nm)10μmol/㎡･sの明条件における個体数変化 
連続暗条件： 暗条件下における個体数変化 

各シャーレでの個
体数増加の平均を
とる 
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緑ヒドラ増加率 
 

連続暗条件  0.2499 
連続明条件  0.2725  
明暗条件   0.2892 
 
＊明暗条件、連続明条件、
連続暗条件の順に増加率が
高かった 

白ヒドラ増加率 
 

連続暗条件  0.1979  
連続明条件  0.1999  
明暗条件   0.2286 
 
＊連続明条件、連続暗条件
では近い増加率だった 

図１ 緑ヒドラの各条件下における比較 
グラフは平均値を表す 図１ 白ヒドラの各条件下における比較 

グラフは平均値を表す 
＊緑ヒドラでは明暗条件においてより高い増加率が見られた 
＊明暗条件では連続明条件、連続暗条件に対してそれぞれ1.061倍、 
 1.157倍となった 
＊連続暗条件下で次第にクロレラが減少し、白化していった 

＊白ヒドラでは明暗条件においてより高い増加率が見られた 
＊明暗条件では連続明条件、連続暗条件に対してそれぞれ 
 1.143倍、1.155倍となった 

･白ヒドラも緑ヒドラも共に明暗条件下で、高い増加率を示した 
･白ヒドラでは、連続明条件･暗条件で増加率が同程度の値となった 
･緑ヒドラの増加率は、白ヒドラに比べてすべての条件で高くなった 

＊共生クロレラにより3割～4割増加率が上昇し、緑ヒドラの 
 出芽が活性化されたといえる 

＊連続暗条件：緑ヒドラ増加率/白ヒドラ増加率＝1.262 
 明暗条件 ：緑ヒドラ増加率/白ヒドラ増加率＝1.265 
 連続明条件：緑ヒドラ増加率/白ヒドラ増加率＝1.363 

＊ヒドラ自体は明暗条件によって睡眠に近い現象を引き起こし  
 その結果、出芽が促進されたと考えられる 
＊共生クロレラの働きによって出芽が促進していると思われる 

緑ヒドラ、白ヒドラともに明暗条件下で増加率が高いため、明暗条件により起こる睡眠に近い周期的行動が出芽の促進に関わっているといえる 
光合成の有無にかかわらずクロレラによって緑ヒドラの出芽が活性化されている 
連続暗条件で緑ヒドラを飼育し続けるとクロレラが減少し白化していくのでその時に白ヒドラと増加率に差が出るのかを比較していきたい 
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